
おびひろスクールコラボ

学校の「やってみたい！」を応援

活用の手引き



学校が、地域住民や地元企業、さらには地域外の大学、NPOとコラボレーションした取組を実施し、
「社会に開かれた教育課程」を実現することを目的とした事業です。

目的

目指す
イメージ

例

https://www.youtube.com/watch?v=iHK9Al8BWQQ

背景

帯広・十勝のヒト・モノ・コトを地域の大人とともに学ぶ、
これからの社会や地域づくりに貢献できる子どもを育てる

「私たちにできる備えと行動（親
子防災講座）」や「私たちの暮ら

しと選挙（選挙出前講座）」など

の学びを通して、主体的に地域
に関わる資質・能力を育みます。

フードバレーとかちの魅

力を「つながる食育」と
して小・中学校の学び
に位置付けています。

この学びは「帯広のよさ
を知ろう」など他の単元

の学びとつながり、探
究的な学びのサイクル
を実現します。

「ふるさと教育」の推進

〈社会の急速な変化の中で人生を切り拓ける子どもを育てる〉
グローバル化や人工知能・ＡＩ等の技術革新が急速に進み、予測困難なこれからの時代において、自ら課題を見つけ、
自ら学び、自ら考え、自ら判断して行動し、よりよい社会や人生を切り拓くことが求められている。

〈地域総ぐるみで帯広の未来を拓く子どもを育てる〉
地域と連携した取組を進め、帯広で教育を受けた子どもたちが、帯広のよさや特色を理解し、将来、帯広に関わり自己
の夢を実現することができる子どもを育むことが求められている。

〈地域への関心を高める〉
児童生徒の地域に対する
興味・関心が低い。

帯広市の豊かな自然環境や歴史、伝統、文化、産
業、地域住民との関わりを通して、「ふるさと帯広」
に対する誇りと愛着を育み、地域社会の一員として、
よりよい地域づくりに関わる子どもを育てる施策の
推進

帯広市のＳＤＧｓの取組を

進めるアイデアを追究する

中で、生徒自ら地域の課題
を発見し、地域や社会の未
来に対して、
責任ある行動とは
何かを考えます。

学校だけで学びを閉じずに、地域や

関係機関、民間団体等と連携した
学びを実現します。

学びの中での地域住民との対話に
より、「将来、自分はこの分野で社会に
貢献していく」「将来、地元に帰って頑

張ろう」という思いを醸成させます。

市民を先生にした多様な学び ～地域住民との対話を大切に～

ＳＤＧｓ 持続可能な

社会のためにできること

１．背景及び現状
２．考え方・方向性

知る（地域を知る） 関わる（地域と関わり・考える） 創る（地域・⾃分の未来を創る）

⼩１ ⼩２ ⼩３ ⼩４ ⼩５ ⼩６ 中１ 中２ 中３

地域の食を知ろう ※
（食育推進サポーター事業）

お年寄りとつながる

地域を考えよう

私たちの食と農業を

考えよう
（食育推進サポーター事業）

ふゆとなかよし ※
（氷まつり・氷のおめん）

町のすてき
つたえたい

むかしからの

あそびを
たのしもう

地域の環境を知ろう ※

帯広のよさを知ろう ※

アイヌの人たちの文化を知ろう ※
（文化紹介）

身の回りの自然

を考えよう

帯広について考えよう

（帯広の魅力発信）

帯広について考えよう

（修学旅行先との比較）

人にやさしい帯広を考える ※

（手話出前講座）

地域の大人とともに考える ※
（認知症サポーター養成講座）

私たちにできる備え ※
（親子防災講座）

帯広市の台所事情

（財政出前）

地域の大人にできること ※

（認知症サポーター養成講座）

人にやさしい帯広を目指して ※

（手話出前講座）

SDGｓ
持続可能な社会のためにできること ※

※は、複数学年のうち学校が選択して１学年で行うことを示します。

小学校第１・２学年は、生活科及び特別活動を中心に実施
小学校第３学年から中学校第３学年は、総合的な学習の時間を中心に実施

これからの地域づくりに参画していきたい61.5 68.2

小学校 中学校

「地域や社会で起こっている問題や出来事に関⼼が
ある」（平成30年度全国学⼒・学習状況調査）
※□囲みは全国差 29.1 46.2

小学校 中学校

【期待される子どもの思い】

-2.3 ＋8.9 -7.0 -5.6

「地域社会などでボランティア活動に参加したこと
がある」（平成30年度全国学⼒・学習状況調査）
※□囲みは全国差

私たちにできる備えと行動 ※
（親子防災講座）

働くことでできること ※
（未来創造授業）

自分の未来を見つめて ※
（未来創造授業）

帯広市の
これから

※令和４年度から
実施

私たちの消費生活 ※

（消費者教育・金融教育講座）

３．「おびひろ市民学」の学びのイメージ

私たちの暮らしと選挙 ※
（選挙出前講座）

選挙で考える私たちの未来 ※
（選挙出前講座）

地域の
食文化の継承

食が地域において

果たしている役割を
考える

つながる食育
私の思い

地場産物から

望ましい食習慣を
考える

地場産物から

調和のとれた
食生活を考える

地場産物と
生産者の思い

地場産物と
自然の恵み

帯広・十勝で作られ

ている食材を知ろう

給食に使われている

帯広・十勝の食材を
知ろう

つながる食育 ～帯広らしい食育プログラム～

×
十勝平野を学び舎に 市民とのつながりを大切に

主体的に地域に関わる
市民を育てる

「人にやさしい帯広を目指し
て（手話出前講座）」や「地

域の大人にできること（認知

症サポーター養成講座）」を
通して、「人にやさしい、人
がやさしいまち」の
実現を担う子どもを
育てます。

帯広市手話言語条例の理念

※大正大学教授 浦崎太郎「平成30年度北海道総合教育会議」資料より

学びの中で、地域住民との対話を重視する
ためには地域住民の協働や関心の高まりが
ポイントになります。
コミュニティ・スクールを

土台とした地域住民との
協働とともに、情報の発信が
関心の高まりにつながります。

地域住民の協働・相互関心を高める
情報発信

「つながる食育」の様子

「親子防災講座」の様子 「選挙出前講座」の様子

自分は地域や社会の未来に対して責任がある

帯広市のことが好きだ

フードバレーとかち

を学びの要に

「手話出前講座」の様子

※平成25年度文部科学省委託事業「学校の総合マネジメント力の強化に関する調査研究」より

情報発信

関心 協働

は、必須単元 は、選択単元

「帯広のこれから～帯広市
への提案～」として、ゴー

ルを設定し、９年間の学び
に必要感をもたせます。
９年間、帯広のことをしっか
りと学んだ子どもたちが、
帯広のこれからをじっくりと
考え、提案します。

学びのゴールとして

市長への提案

○帯広のことが好き（児童９４％、生徒９２％）
○地域や社会をよくするために何をすべきか考える（児童73％生徒64％）
▲市教委が主導したため、学校が外に目を向けない。外部人材が限定的に
▲市民：地域活動「関⼼がない」「何をしたらいいか分からない」計52.5％

○おびひろ市民学
地元企業や団体等を講師とした○○教育の実施

○全校がコミュニティ・スクール
家庭・地域と一体となって子どもの成長を支える仕組み

▲限定的な教育課程への参画

教科指導のプロではあるけど、○○教育のプロではなくて…専門的
な指導は難しい…地域に○○教育の専門家がいるのに…
▲脱・⾃前主義 本物による学びで子どもがワクワク

▲予算不足による専門家との学び

授業づくりや授業をを一緒にするためには、予算が・・・
地元の企業との連携は地域の活性化にもつながるのに・・・
▲学校がやってみたいワクワクする地域人材を活かした授業（法教育、
起業家教育、第６次産業、アイヌ民族の文化等、環境教育）

▲予算不足による地域人材の活用と地域づくり

※「おびひろスクールコラボ」で、学校のやりたい！を応援するリソースの確保（人・もの（カリキュラム）・財源）を学校へ。
多様な人材が参画できる授業と学校へ転換していく。

地域との協働による地域への誇り・愛着

実現
できる
こと学校の

やりたい！

専門家
との
コラボ

深い
学び

おびひろスクールコラボ 実施の背景と目的

○未来の人づくり
⇒未来を生きる子どもに求められれる資質・能⼒の
育成

○未来の地域づくり
⇒協働による地域とのつながりや関係人口の増加

○「社会に開かれた教育課程」の実現
⇒地元住民、企業や専門家との連携・協働による
「社会に開かれた教育課程」の実現

https://www.youtube.com/watch?v=iHK9Al8BWQQ


活用の３パターン

地域とフル

⚫️単元の企画から実施までをトータルでコラボするパターン
⚫️地域住民や地元企業の⼒を借りながら、学校のやってみたい！
を実現することが可能

地域とミニ 専門家とミニ
●学校が企画した単元の実施部分の一部についてコラボする
パターン

●授業の１コマについて、地域住民や地元企業、専門家を
講師とした学校のやってみたい！を実現することが可能

専門家とアップグレード

●専門家が学校改善を全面コラボによる学校の組織強化を
通じて、これまで実現できなかった取組を実現することを
目指すパターン

例えば・・・

［学校のやってみたい！］
子どもが苦手としている
跳び箱の単元で、
大学の先生から
コツを教えてもらいたい！

◼️実際の授業
単元の中ほどで
大学の先生を招いた
授業を実施！

◼️他にも考えられるミニ
・運動会前に、地域の専門的なコーチによる指導を受けたい！
・○○教育の専門家に、オンラインでの講演をしてほしい！ 等

跳び箱授業を専門家とコラボ 国語の授業改善を専門家とコラボ

［学校のやってみたい！］
国語の授業改善を図るため
前教科調査官を講師にした
授業視察及び講師による
講演をやってみたい！

◼️実際の動き
年２回の授業視察と
指導助言さらには講演を
実施！

例えば・・・

◼️他にも考えられるアップデート
・生徒指導の充実を図るため、生徒指導提要に係る講義を
講師を招いてオンラインで行いたい！

・保護者対応のノウハウを専門家から学びたい！ 等

地域住民が課題追究に伴走コラボ

［学校のやってみたい！］
総合的な学習の時間で
個別の探究的な学びに合った
地域人材を複数講師に招いて
探究的な学びを充実させたい！

◼️実際の授業
単元の途中から、
ブースを設けて地域住民による
助言や、個別の助言を実施！

◼️他にも考えられるミニ
・地域の書道家による書道講座、地域の弁護士による法教育 等

例えば・・・

地域企業と単元の企画と実施をコラボ

［学校のやってみたい！］
地元企業の専門性を活かし
た授業を実施してみたい！
単元を共に企画する中で、
地域とのつながりも期待で
きる！

◼️実際の授業
地元企業の方が講師として
授業を実施！

◼️他にも考えられるフル
・地元の農家と共に「育てる・つくる・発信する」第６次
産業に係る取組をコラボ

・看護学校との連携による命を考える単元をコラボ

学習発表会の演目を企画からコラボ

［学校のやってみたい！］
学習発表会の演目を地元住
民とコラボしてつくり上げ
たい！

◼️実際の授業
表現活動をゼロから⾃分た
ちで作り上げるために「歌
詞」「作曲」「ダンス」の
３チームに分け、各チーム
に地元住民の専門家がフル
指導を実施！

◼️本事業は、ふるさと納税に係る「子ども地域応援基金」

を財源としていることから、次のことに留意願います。
・地域住民との連携等、地域住民との関わりが求められ
るため、専門家とミニや、専門家とアップグレードに
おいては、授業や講演に地域住民を招くなどして、
地域住民との関わりをもてるようにしてください。


